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“がん”を取り巻く社会をより良くする
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(RK. Jain., Science, 2019)

がん微小環境正常化に向けて正しい情報発信/イベント運営持続可能な社会を

より良い社会を作る 未来の医療にむけて 当事者・市民参画にむけて
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5Gシェアリング・ボックス

5Gﾈｯﾄﾜｰｸ
冷暖房完備
(⼩型発電機常備)

アフターコロナで「⼊りたくなる、⼊ればワクワクする、
動くシェアリング・ボックスが実現するスマートTokyo」事業

都政から最も遠い世代と⾔われる「Z世代」がアフターコロナのTokyoを盛り上げるアイディアを創出
⽇常の中に、ワクワクと安⼼を
5G x Z世代 x 医療DXがもたらす、使い⽅∞シェアリング・ボックスの実⽤化事業

平時・災害時の
様々な情報発信・
取得が可能

都政・災害情報の発信

東京都・各⾃治体

外観(ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ）
デザイン

リユース可能

＃特殊段ボール
＃1時間弱で設営
＃屋内、屋外どこでも
＃イベント⽤
＃災害対策備品

学園祭の
屋外ブース

メトロ駅の構内に
イベントスペース 臨時隔離空間

平時

災害時

情報ﾀｰﾐﾅﾙ型
ﾒﾃﾞｨｶﾙｾﾝﾀｰ

情報連携

病院 遠隔医療

Tokyo Data 
Highway

（5G/LTE等）

Z世代が考えるSDGsを啓発
させるための新しいデザイン
（⾊、サイズ、形状）
気軽なシェアリングボックス

5G

みんなで使い⽅を提案・実践する
みんなで使い⽅をデザインする
⼈・場所にあった使い⽅ができる

ビッグ
データ

Z世代 斬新さ

医療
DX

脱炭素
SDGs

多様性
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がん間質線維芽細胞（CAF）

EMT

血管新生

がん微小環境におけるVASH2の役割（これまでの研究）
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